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ファイルスキャン

ファイルの読み込みや書き込みなどの操作を監視し、ウイルス感染から

パソコンを保護します。

○ ○ ○ ○

メールスキャン 送受信するメールをスキャンします。 ○ ○ ○ ○

添付ファイルのスキャン メールの添付ファイルをスキャンします。 ○ ○ ○ ○

簡易スキャン

パソコンを安定して動作させるために必要なファイルのみをスキャンし

ます。

○ ○ ○ ○

オブジェクトスキャン

ファイルやフォルダ、ドライブなど、スキャンする範囲や対象を個別に

指定してスキャンします。

○ ○ ○ ○

リムーバブルドライブス

キャン

USBメモリやメモリカードなどのメディアをスキャンします。 ○ ○ ○ ○

メッセンジャースキャン

インスタントメッセージの送信／受信データを監視して、ウイルスを検

知します。また、メッセージ内に記載されているURLの安全性をチェッ

クし、危険なWebサイトへのアクセスを防ぎます。

○ ○ ○ ○

ルートキット対策 ルートキットのスキャンをバックグラウンドで実⾏します。 ○ ○ ○ ○

不正ロック対策

画⾯やキーボードをロックしてパソコンを操作不能し、ロックの解除に

⾦銭を要求する⾝代⾦要求型ウイルス（ランサムウェア）に対抗しま

○

○

注１）

○

注１）

○

注１）

クラウドプロテクション

従来のウイルス定義ファイルやふるまい検知技術に加えて、最新のクラ

ウド技術を組み合わせた「ハイブリッドプロテクション」を採用。クラ

ウド上に収集されたリアルタイムの脅威情報を利⽤することで、最新の

ウイルスや脅威にも迅速に対応可能です。

○ ○ ○ ○

特別な駆除

オペレーティングシステム内での悪意のある動作の検出時に、特別な駆

除を実⾏して脅威を削除するように求めるメッセージが表⽰されます。

処理が完了すると、コンピュータは再起動されます。

○ × × ×

セキュアブート/メジャー

ブート対応

ELAM（早期起動マルウェア対策ドライバー）を搭載し、Microsoftの持

つ最新のセキュリティ技術に対応。OS起動時、パソコンにルートキット

やウイルスが入り込むのを防ぎ、より安全にシステムを起動できます。

※Windows 8以降

○ ○ ○ ○

予約スキャン 指定したスケジュールで、自動的にスキャンを開始します。 ○ ○ ○ ○

自動駆除 ファイルに感染したウイルスを自動で駆除します。 ○ ○ ○ ○

感染ファイル隔離

感染ファイルをパソコン内の特別な領域に移動して、感染被害を防ぎま

す。

○ ○ ○ ○

ファイアウォール

インターネットやLAN使用時に、ネットワーク経由でのアクセスを監視

し、不正なアクセスをブロックします。

○ ○ ○ ○

ネットワーク攻撃防御

ネットワークに接続中のパソコンが外部から攻撃された場合、攻撃元か

らのネットワーク接続を一定時間すべてブロックします。

○ ○ ○ ○

無線LAN安全診断

Wifiネットワーク（公衆無線LANなど）の安全性を確認し、セキュリティ

対策が充分でない場合、警告メッセージを表示します。

○ ○ ○ ○

危険サイトからの保護

個人情報を盗み取るフィッシングサイトや、ウイルスに感染させる危険

なウェブサイトへのアクセスをブロックします。

○ ○ ○ ○

詐欺サイトからの保護

警察庁と連携し、詐欺⾏為を⾏うサイトへのアクセスをブロックしま

す。「代⾦を振り込んだのに商品が送られてこない」「偽物が送られて

きた」などの被害を未然に防ぐことができます。

○ ○ ○ ○

ウイルス／スパイウェア対策

ネットワーク監視

危険サイト対策

Windows 8 + KIS15

Windows 10 + Chrome

(KIS15 MR2 patchB)

Windows 10 + Edge

(KIS15 MR2 patchB)

機 能 説 明

Windows 10 + IE

(KIS15 MR2 patchB)



リンクの安全診断

検索エンジンの検索結果やWebページ内に含まれるリンクをスキャンし

て安全性をチェックします。フィッシングサイトなどの危険なサイトへ

のアクセスを未然に防ぐことができます。

○ × ○ ○

アプリケーション動作の監

視

アプリケーションの信頼性を判別し、不正な動きがないかを監視。必要

に応じてアプリケーションの動作を制限します。

○

○

注２）

○

注２）

○

注２）

実⾏アプリケーションの制

限

信頼できるアプリケーション以外は利⽤・実⾏を禁⽌します。 ○ ○ ○ ○

システムプロセスの監視

システム内のアプリケーションの動作を監視・記録します。ウイルスな

どによって不正な改ざんがあった場合、記録に基づいて改ざん前の状態

に戻します。

○

○

注３）

○

注３）

○

注３）

脆弱性スキャン

OS、ブラウザ、アプリケーションの設定内容をスキャンして、パソコン

に問題がないかを診断します。

○ ○ ○ ○

脆弱性攻撃ブロック

OSやソフトウェアのぜい弱性を悪用した攻撃を検知し、パソコンへの攻

撃をブロックします。

○ ○ ○ ○

迷惑メール対策

迷惑メールを自動でチェックします。自動削除や指定フォルダへの移動

などの処理を選択できます。また、メールに危険なURLが含まれている

かどうかもチェックします。

○

○

注４）

○

注４）

○

注４）

バナー広告対策

ウェブサイト閲覧中に表示されるポップアップ広告や、アプリケーショ

ンのメニュー部分などに表示されるバナー広告をスキャンして、表示を

ブロックします。

○ ○ ○ ○

Webカメラのぞき⾒防⽌

パソコンに備え付けられたWebカメラへの不正アクセスを防⽌します。

Webカメラが遠隔操作され、パソコンの周囲の様⼦をのぞき⾒られるこ

とを防ぎます。

○ × × ×

キー⼊⼒による情報漏えい

の防止

マウス操作で⼊⼒できるセキュリティキーボードを搭載。キーボードの

⼊⼒履歴が残らないため、スパイウェア（キーロガー等）による個⼈情

報の流出を防ぐことができます。

○

○

注５）

○ ○

ネット決済保護

オンラインバンキングやオンラインショッピングを利⽤するときに、⼝

座番号やクレジットカード番号などの個人情報を保護します。

○

×

注６）

○

注７）

○

注７）

プライバシークリーナー

開いたファイルや閲覧したWebサイトなど、パソコンに残るさまざまな

操作履歴をウィザード形式で検索して削除します。操作履歴から、個⼈

情報が漏えいするのを防ぐことができます。

○

○

注８）

○ ○

パソコン利⽤時間の制限

パソコンの利⽤可能な時間帯を曜⽇ごとに指定したり、1⽇の利⽤時間を

制限したりできます。

○ ○ ○ ○

インターネット利⽤時間の

制限

曜⽇、時間帯ごとのインターネット利⽤制限および、1⽇のインターネッ

ト利⽤時間を制限します。

○ ○ ○ ○

閲覧可能サイトの制限

ジャンルを選択する、または個別のURLを登録することで、有害サイト

などへのアクセスをブロックします。

○ ○ ○ ○

セーフサーチ

検索エンジンの検索結果に、ブロック対象のWebサイトへのリンクを表

示させません。

○ ○ ○ ○

ダウンロードの制限 ファイルのジャンルを選択し、ダウンロードを制限します。 ○ ○ ○ ○

アプリケーション利⽤の制

限

アプリケーションごとに利⽤の許可またはブロックを設定可能。利⽤時

間の制限も設定することができます。

○ ○ ○ ○

迷惑メール／バナー広告対策

プライバシー漏えい対策

保護者による管理

アプリケーション監視

脆弱性対策



ゲームへのアクセス制限

年齢制限のあるゲームや、指定した種類のゲームの使⽤を制限できま

す。

○ ○ ○ ○

SNSの利⽤制限

SNSでメッセージをやりとりする相手を許可またはブロックできます。

また、送受信されたメッセージをすべて記録します。

○ ○ ○ ○

個⼈情報漏えい対策

クレジットカード番号や電話番号などの個人情報を登録することで、個

人情報の送信をブロックします。

○ ○ ○ ○

データ通信量の⾃動節約

従量制課⾦接続を使⽤してネットワークに接続している場合、カスペル

スキー製品が⾏うデータ通信量を抑制します。※Windows 8以降

○ ○ ○ ○

ゲームモード

ゲームなどのアプリケーションが全画面表示になった時、ホップアップ

通知を無効にしたり、スキャンやアップデートなどを一時的に停止して

パソコンにかかる負荷を最小限に抑えます。

○ ○ ○ ○

Windows設定診断

悪意のあるソフトウェアの活動、システムエラー、またはシステム最適

化ソフトの不適切な動作によるWindows設定の破損、異常を診断しま

す。

○ ○ ○ ○

Internet Explorer設定

診断

悪意のあるソフトウェアの活動、システムエラー、またはシステム最適

化ソフトの不適切な動作によるInternet Explorer設定の破損、異常を診

断します。

○ N/A ○ N/A

定義データベースとプログ

ラムの⾃動更新

ライセンス有効期間中は、最新の脅威に対応するために、製品の状態を

自動的に最新の状態に保つことができます。

○ ○ ○ ○

パスワード設定

他のユーザーが設定を変更できないようにパスワードを設定することが

できます。

○ ○ ○ ○

処理結果（レポート）の表

示

検知した脅威の数や種別、処理結果などを、わかりやすいリストやグラ

フで表示します。

○ ○ ○ ○

注１）：基本的な「不正ロック対策」および、「クリプトウイルスからの保護」は機能します。

注２）：Windows10の新しいUIを使用するアプリでは、アプリケーションのカテゴリーが正しく表示されない場合があります。

注３）：一部のオブジェクト検知ができない場合があります。

注４）：Windows 10にプリインストールされているメールアプリの対応状況については、Windows10リリース後に情報提供します。

注５）：ブラウザのプラグインからの起動はできませんが、キーボードのショートカット（Ctrl + Shift + P）からセキュリティキーボードを起動させる事ができます。

注７）：スクリーンショットの保護とクリップボードデータの保護は機能しません。

注８）：Edgeに関する履歴は削除されません。

その他


